
本
学
会
が
開
催
し
た
過
去
二
回
の
漢
文
教
育
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
成
果
を
ふ
ま
え、

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は、

わ
が
国
の

古
典
教
育
に
お
け
る
漢
文
の
位
置
づ
け
を
総
括
的
に
確
認
し、

こ
れ

か
ら
の
漢
文
教
育
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て
方
向
性
を
見
い
だ
す
こ
と

を
目
指
し
た
い。

教
育
基
本
法
が
改
正
さ
れ、

前
文
に
は
「
伝
統
を
継
承
し、

新
し

い
文
化
の
創
造
を
目
指
す
教
育
を
推
進
す
る」

と
明
記
さ
れ、
「
伝

統
と
文
化
を
尊
重
し、

そ
れ
ら
を
は
ぐ
く
ん
で
き
た
我
が
国
と
郷
土

を
愛
す
る
と
と
も
に、

他
国
を
尊
重
し、

国
際
社
会
の
平
和
発
展
に

寄
与
す
る
態
度
を
養
う」

と
定
め
ら
れ
て、

伝
統
と
文
化
の
尊
重
が

小
学
校
教
科
書
の
漢
文
教
材
ー

問
題
提
起
に
か
え
て

「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム」

加
藤

敏

「
古
典
教
育
の
な
か
の
漢
文
学
ー

教
科
書
と
教
材
の
視
座
か
ら
ー」

司
会
・
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー

タ
ー

千
葉
大
学

加
藤

敏

パ
ネ
リ
ス
ト

大
妻
女
子
大
学
（
非）

木
村

淳

北
海
道
教
育
大
学
旭
川
校

大
橋

賢一

埼
玉
大
学

薄
井

俊
二

「
我
が
国
と
郷
土
を
愛
す
る」

こ

と
と
の
関
連
で
位
置
づ
け
ら
れ
た。

そ
の
後
中
央
教
育
審
議
会
の
答
申

に
沿
っ
て
新
学
習
指
導
要
領
が
告

示
さ
れ、

小
学
校
に
お
い
て
も
古

典
教
育
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た。

そ
こ
で
は、

古
典
は、

低

学
年
・

中
学
年
・

高
学
年
の
「
伝

統
的
な
言
語
文
化
に
関
す
る
事

項」

と
し
て
扱
わ
れ、
「
話
す
こ

と
・

聞
く
こ
と」
「
書
く
こ
と」

及
び
「
読
む
こ
と」

の一
環
と
し

て
指
導
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る。

小
学
校
に
お
け
る
具
体
的
な
古
典
教
材
の
扱
い
と
そ
の
背
後
に
あ

る
主
な
漠
文
観
を
挙
げ
る
と、

以
下
の
よ
う
に
な
る。

(
1)

現
代
的
価
値
を
持
つ
漢
文。

現
代
の
問
題
の
構
造
や
解
決
へ

の
示
唆
が
す
で
に
古
典
（
漢
文）
の
う
ち
に
典
型
と
し
て
示
さ

れ
て
い
る
と
し、

現
代
を
知
る
た
め
に
漠
文
を
学
ぶ。

(
2)

倫
理
道
徳
の
涵
養
・

修
身
に
役
立
つ
漠
文。

漠
文
に
は、

人

類
普
遍
の
価
値、

と
り
わ
け
倫
理
道
徳
上
の
価
値
が
あ
り、

倫

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．

 

理
性
や
道
徳
性
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
漢
文
を
学
ぶ。

(
3)

国
語
の
中
で
重
要
な
位
置
を
占
め
る
漢
文。

国
語
は
あ
ら
ゆ
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る
面
に
お
い
て
漢
文
と
内
的
な
連
関
が
あ
る
か
ら、

国
語
に
か

•
••
•
•
•
•
••

•
•
•
•
•
•
•

 

か
わ
る
知
識、

理
解
を
深
め、

能
力
を
高
め
る
た
め
に
漢
文
は

必
須
の
も
の
で
あ
る。

(
4)
古
典
と
し
て
の
価
値
を
持
つ
漢
文。

古
典
に
は
無
条
件
に
絶

対
の
価
値
が
あ
る
と
す
る
認
識
に
基
づ
き、
「
我
が
国
の
古
典」

で
あ
る
と
い
う
理
由
で、

安
易
に
教
材
化
が
な
さ
れ
る。

こ
の
う
ち
(
1)
S

(
3)
は、

漢
文
の
持
つ
機
能
に
着
目
し
て

そ
こ
に
漢
文
の
価
値
を
認
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り、

否
定
さ
れ

る
べ
き
も
の
で
は
な
い。

し
か
し、

か
つ
て
「
漢
文
は
決
し
て
古
い

東
洋
道
徳
を
教
え
る
た
め
の
も
の
で
は
な
い」
(-
九
五
一
年
「
学

習
指
導
要
領
試
案」）
と
明
確
に
定
め
ら
れ
た
古
典
と
し
て
の
漢
文
が、

最
新
の
小
学
校
教
科
書
の
な
か
で
再
び
道
徳
や
修
身
を
教
え
る
手
段

と
し
て
無
意
識
の
う
ち
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
は、

古
典
と

は
何
か
の
問
題、

そ
し
て
明
治
以
降
の
漢
文
の
ア
イ
デ
ン
テ
イ
テ
ィ

の
問
題
と
の
関
連
に
お
い
て
考
察
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い。

こ
の
よ
う
な
機
能
に
着
目
し
た
漠
文
観
は一
方
で
漠
文
の
テ
ク
ス

ト
の
可
能
性
を
著
し
く

狭
め
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か。

我
々
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は、

世
界
を
拓
く

言
語
と
し
て
の
漠
文

と
い
う
視
座
に
立
っ
て、

子
ど
も
た
ち
が
生
き
生
き
と
享
受
で
き
る

よ
う
に
漢
文
の
世
界
を
立
ち
上
げ
て
ゆ
く
こ
と
で
あ
ろ
う。

（
千
葉
大
学）

明
治
五
年
の
「
学
制」

で
は、

欧
米
の
教
育
理
念
に
基
づ
き、

実

学
を
重
視
し
た
た
め
に、

漢
文
は
海
外
の
文
化
を
吸
収
す
る
手
段
で

あ
っ
た
が、

教
科
と
し
て
は
扱
わ
れ
な
か
っ
た。

明
治一
0
年
代
に

入
り、

欧
米
重
視
の
風
潮
が
見
直
さ
れ、

激
化
す
る
自
由
民
権
運
動

へ
の
対
策
と
し
て
文
部
省
が
教
育
の
場
へ
の
干
渉
を
強
め
る
中、

漢

文
は
学
校
の
教
育
課
程
に
組
み
込
ま
れ
た。

こ
こ
で
は
小
中
学
校
用

の
教
科
書
（
小
学
校
は
一
0
年
代
の
み）

を
も
と
に
明
治
期

（一
八
六
八
ー一

九―
二）
の
漢
文
教
科
書
の
展
開
に
つ
い
て
述
べ

た
い。明

治一
四
年、

小
学
校
の
読
書
科
と
中
学
校
の
和
漢
文
科
に
漠
文

の
学
習
が
盛
り

込
ま
れ
た。

そ
し
て、

教
則
は
ま
だ
具
体
的
で
は
な

か
っ
た
が、

小
学
校
用
の
和
文
の
読
本
を
参
照
し、

難
易
度
と
学
習

者
の
興
味
•

関
心
に
配
慮
し
て
教
材
を
選
択
・

配
列
し
た、

今
日
の

漢
文
教
科
書
の
原
型
が
複
数
誕
生
し
た。

そ
の
中
に
は
革
命
や
復
警

な
ど
の
記
述
を
含
む
た
め
に、

明
治一
三
年
か
ら
始
ま
っ
た
文
部
省

の
教
科
書
の
調
査
に
よ
っ
て
使
用
が
禁
止
さ
れ
た
も
の
も
あ
っ
た。

明
治
二
三
年
に
発
布
さ
れ
た
教
育
勅
語
は、

当
初
は
漠
文
教
育
と

明
治
期
の
漢
文
教
科
書

木
村
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の
結
び
つ
き
は
弱
く、

明
治
二
0
年
代
前
半
の
教
科
書
は
他
社
と
の

違
い
を
出
す
こ
と
に
主
眼
を
置
い
て
い
た。

し
ば
ら
く

大
き
な
改
革

は
な
か
っ
た
が、

明
治
二
七
年
三
月
公
布
の
「
尋
常
中
学
校
ノ
学
科

及
其
程
度」

の
改
正
に
よ
っ
て、

渡
文
は
国
語
を
補
う
と
い
う
位
置

づ
け
と
な
り、

地
位
が
大
き
く

低
下
す
る
こ
と
に
な
っ
た。

明
治
三
0
年
に
な
る
と、

漢
文
は
様
々
な
分
野
の
語
彙
を
学
べ
る

実
用
性
の
高
い
科
目
で
あ
る
と
主
張
す
る
編
者
が
現
れ
る。

練
習
に

漢
作
文
を
課
す
教
科
書
も
あ
っ
た
が、

漢
文
を
書
く
こ
と
よ
り
も、

語
彙
数
を
増
や
し
て
国
語
の
文
章
力
を
高
め
る
こ
と
に
実
用
性
を
求

め
た
の
で
あ
ろ
う。

こ
の
結
果、

総
合
的
な
教
材
構
成
の
教
科
書
が

増
え
た。

さ
ら
に、

道
徳
教
育
・

史
伝
教
材
偏
重
で
あ
る
と
批
判
さ

れ
た、

中
等
教
育
整
備
の
た
め
の
試
案
で
あ
る、

明
治
三
一
年
発
行

の
「
尋
常
中
学
校
漢
文
科
教
授
細
目」

へ
の
抗
議
と
し
て、
一
部
の

教
科
書
は
内
容
の
豊
富
な
国
語
の
読
本
に
倣
い、

総
合
的
な
教
材
構

成
の
教
科
書
を
編
ん
だ。

漢
文
教
科
書
の
誕
生
と
改
革
に
は、

国
語

の
教
科
書
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
に
注
意
し
た
い。

文
部
省
は
三
0
年
代
前
半
の
こ
う
し
た
試
み
を
ど
の
よ
う
に
と
ら

え
て
い
た
の
か。

明
治一
0
年
代
の
教
科
書
調
査
が
発
展
し
て、

明

治一
九
年
か
ら
検
定
制
度
が
始
ま
っ
た。

明
治
三
0
年
代
で
は、

前

述
の
道
徳
教
育
・

史
伝
教
材
重
視
の
文
部
省
の
試
案
と
は
異
な
り、

総
合
的
な
教
材
構
成
の
教
科
書
を
評
価
し
た
検
定
結
果
も
見
ら
れ
る。

大
橋
賢

検
定
の
基
準
に
は
あ
る
程
度
の
許
容
範
囲
が
あ
り、

担
当
者
各
自
の

漢
文
教
育
観
が
強
く

反
映
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る。

明
治
三
五
年
二
月
に
は
中
等
教
育
初
の
詳
細
な
教
則
で
あ
る
「
中

学
校
教
授
要
目」

が
制
定
さ
れ、
一
応
の
目
安
が
定
ま
っ
た。

渡
文

科
は
明
治
三
0
年
代
前
半
の
議
論
や
編
集
の
試
み
が
結
実
し
た
内
容

と
な
っ
て
い
る。

し
か
し、

明
治
三
0
年
代
後
半
か
ら
四
0
年
代
に

か
け
て、

儒
教
道
徳
に
よ
る
道
徳
教
育
こ
そ
中
学
校
の
漢
文
教
育
の

任
務
で
あ
る
と
い
う
風
潮
に
な
り、

教
育
勅
語
や
戊
申
詔
書
（
明
治

四一
年）
と
の
結
び
つ
き
が
強
め
ら
れ、

総
合
的
な
教
材
構
成
の
教

科
書
は
姿
を
消
し
た。

明
治
末
期
に
確
立
さ
れ
た
編
集
方
法
は、

大

正
期
以
降
の
漢
文
教
科
書
編
集
に
も
引
き
継
が
れ
て
い
っ
た。

（
大
妻
女
子
大
学
非
常
勤
講
師）

中
学
校
・

高
等
学
校
の
漢
文
教
材
に
つ
い
て
ー

従
来
の
漢
文
教
材
と

の
違
い
を
中
心
に
1

周
知
の
通
り、

中
学
校
に
お
い
て
二
0―
二
年
か
ら
新
学
習
指
導

要
領
に
則
っ
た
教
科
害
が
使
わ
れ
始
め
た。

こ
の
改
訂
に
お
い
て
は

〔
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項〕

が
項
目
と

し
て
加
わ
っ
た
た
め、

古
典
文
学
の
学
習
時
間
が
よ
り

増
加
し、

教
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材
も
大
き
く

変
わ
る
と
思
わ
れ
た。

五
社
の
国
語
教
科
書
を
見
て
み

る
と、
「
矛
盾」 、
「
論
語」 、

唐
詩
が
大
き
な
柱
と
な
っ
て
お
り、

従

来
の
教
材
と
比
べ
て
み
る
と、

大
き
な
変
化
が
あ
っ
た
と
は
言
い
難

い
も
の
で
あ
っ
た。

た
だ、

扱
い
方
に
変
化
が
認
め
ら
れ
る
も
の
も

あ
っ
た。

そ
の
う
ち、

目
を
引
い
た
も
の
と
し
て
は、

三
省
堂
の
三
年
の
教

材
「
中
国
の
古
典
の
言
葉」

が
あ
る。

こ
こ
で
は、
「
書
経』 、
『
漢

書』 、
「
後
漢
書」 、
『
史
記」 、
「
論
語」

と
い
う
よ
う
に、

経
書
と
歴

史
書
に
見
え
る
名
句
が
紹
介
さ
れ
て
い
る。

こ
の
よ
う
に
名
旬
を
ま

と
め
て
提
示
す
る
も
の
は
従
来
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る。

と
り
わ
け
目
を
引
い
た
の
は、

東
京
書
籍
三
年
の
「
古
典
の
言
葉

を
味
わ
お
う」

で
あ
る。

こ
こ
に
は、

先
の
三
省
堂
の
「
中
国
の
古

典
の
言
葉」

と
同
じ
よ
う
に、

古
典
の
名
旬
な
ど
が
示
さ
れ
て
い
る

が、
『
古
事
記』 、
「
古
今
集」 、
「
枕
草
子」
と
い
っ
た
日
本
の
古
典
と、

「
孟
子」

及
び
「
春
宵
一
刻
値
千
金」
（
蘇
東
披
「
春
夜」）

と
い
っ

た
漠
文
と
が
併
記
さ
れ
て
い
る。

こ
の
よ
う
に、

日
本
の
古
典
と
漢

文
と
が
併
記
さ
れ
て
い
る
も
の
は
従
来
な
か
っ
た。

ま
た、

教
育
出
版
の
一
年
生
の
教
材
で
あ
る
「
月
と
古
典
文
学」

と
題
す
る
こ
の
一
文
は、

非
常
に
画
期
的
と
思
わ
れ
る。

こ
れ
は、

小
林
一
茶
の
俳
諧
「
明
月
を
と
っ
て
く
れ
ろ
と
泣
く

子
か
な」

か
ら

始
ま
り、

月
の
異
名、
「
竹
取
物
語」 、
『
お
く
の
ほ
そ
道」

の
一
文、

阿
倍
仲
麻
呂
の
短
歌
「
天
の
原
ふ
り
さ
け
見
れ
ば
春
日
な
る
三
笠
の

山
に
出
で
し
月
か
も」 、
「
徒
然
草』 、

そ
し
て
李
白
「
静
夜
思」

が

順
に
紹
介
さ
れ
て
い
る。

こ
の
教
材
が
画
期
的
な
の
は、

日
本
と
中
国
と
を
問
わ
ず、

古
典

作
品
に
共
通
し
て
取
り

上
げ
ら
れ
て
き
た
「
月」

を
軸
と
し
な
が
ら、

こ
れ
が
古
典
作
品
で
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
き
た
の
か
が
概
観
で
き

る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る。

例
え
ば、
「
徒
然
草』

の
「
桜
は
満
開
の
と
き
だ
け、

月
は
満
月
の
と
き
だ
け
を
見
る
も
の

だ
ろ
う
か。

い
や
そ
う
で
は
な
い」

と
い
う
一
文
は、

日
本
人
の
美

観
の―
つ
を
表
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る。

こ
れ
は、

不
完
全
な
も

の
に
美
を
感
じ
る
日
本
人
に
対
し
て、

中
国
人
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か、

⑯

と
い
っ
た
問
題
を
提
起
し
得
る
も
の
で
あ
る。

具
体
的
に
言
え
ば、

李
白
「
静
夜
思」

に
描
か
れ
て
い
る
月
は
満
月
な
の
か、

あ
る
い
は

三
日
月
な
の
か、

こ
う
い
っ
た
問
題
を
考
え
る
材
料
を
提
起
す
る
こ

と
が
可
能
で
あ
ろ
う。

こ
の
よ
う
な
比
較
を
す
る
こ
と
で、

漢
文
だ

け
で
な
く、

日
本
の
古
典
文
学
の
特
色
が、

よ
り

具
体
的
に
実
感
で

き
る
よ
う
に
な
る
に
違
い
な
い 。

そ
も
そ
も
国
語
科
に
お
い
て、

漠
文
教
材
を
取
り

上
げ
る
理
由
は、

無
論
い
く
つ
か
あ
る
だ
ろ
う
が、

基
本
的
に
は
漠
文
教
材
を
通
し
て、

日
本
語
や
日
本
の
古
典
文
学
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
た
め
だ
と
考

え
ら
れ
よ
う。

こ
の
よ
う
な
意
味
合
い
に
お
い
て
は、

こ
れ
ら
の
教



教
員
養
成
系
学
部
等
に
お
け
る
漢
文
教
育
に
つ
い
て

材
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に、

漢
文
と
日
本
の
古
典
文
学
と
が
比
較
で

き
る
よ
う
な
教
材
が、

今
後
よ
り

増
え
る
こ
と
が
望
ま
し
か
ろ
う。

（
北
海
道
教
育
大
学
旭
川
校）

薄
井
俊
二

大
学
で
の
漢
文
受
講
生
と、

大
学
で
漢
文
を
教
え
て
い
る
教
員
に

対
し
て
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
中
心
に
報
告
す
る。

漢
文
受
講
者
ア
ン
ケ
ー
ト

埼
玉
大
学
教
育
学
部
で
の、

二
01
―
年
度
か
ら
の
三
カ
年
の、

漢
文
の
必
修
科
目
受
講
生
を
対
象
に
実
施
し
た
も
の。

計
三
0
0
名

の
回
答
が
あ
っ
た。
「
漢
文
が
好
き
だ
っ
た
か
？」

に
つ
い
て
は、

「
好
き」

六
六
％ 、
「
ど
ち
ら
で
も
な
い」

三
0
% 。
「
嫌
い」

は
四

％
に
留
ま
っ
た。

国
語
の
免
許
取
得
希
望
者
で
あ
る
こ
と
は
差
し
引

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が、

学
生
た
ち
の
漠
文
へ
の
好
意
度
は
か
な

り
高
い
も
の
が
あ
る。
「
漢
文
が
得
意
だ
っ
た
か
？」

に
つ
い
て
は、

「
得
意」

二
0
％
程
度、
「
ど
ち
ら
で
も
な
い」

六
0
% 。
「
苦
手」

も―-
0
％
程
度。

好
意
度
の
高
さ
に
比
べ、

得
意
度
は
低
い
も
の
に

な
っ
て
い
る。

つ
ま
り、

せ
っ
か
く

漠
文
が
「
好
き」

な
の
に
「
苦

手」

に
し
て
い
る
層
が
か
な
り
あ
る
こ
と
に
な
る。
「
回
答
の
理
由」

を
記
す
自
由
記
述
で
は、
「
漢
字」
「
文
法」
「
内
容」

の
三
つ
に
関

す
る
記
述
が
多
か
っ
た。
「
漢
字
に
つ
い
て
の
理
解
・

興
味」

を
深

め
る
こ
と、
「
簡
略
な
文
法
の
仕
組
み」
を
示
し、

理
解
さ
せ
る
こ
と、

「
豊
か
な
内
容
の
教
材」

を
バ
ラ
ン
ス
よ
く

提
供
す
る
こ
と、

が
課

題
と
な
っ
て
い
る。

国
立
大
学
教
員
養
成
系
学
部
ア
ン
ケ
ー
ト

詳
し
い
報
告
は
別
稿
に
譲
り（
注） 、

あ
ら
ま
し
を
述
べ
る。

三
〇

％
の
大
学
で
漢
文
を
担
当
す
る
専
任
教
員
が
配
置
さ
れ
て
い
な
い。

中
学
国
語
の
課
程
を
持
た
な
い
大
学
も
複
数
あ
っ
た。

卒
業
要
件
と

し
て
「
必
修」

と
さ
れ
て
い
る
の
は、

二
科
目
が
半
数、
一
科
目
し

か
な
い
大
学
も
二
五
％
あ
っ
た。
一
方、

卒
業
論
文
で
漢
文
を
選
ぶ

学
生
は
ほ
ぼ
毎
年
お
り、

修
士
論
文
に
つ
い
て
も
毎
年
と
は
い
か
な

い
が
と
き
お
り

修
了
生
が
い
る。

総
じ
て、

漢
文
を
含
む
古
典
教
育

に
つ
い
て、

厳
し
い
状
況
に
あ
る。
一
方
「
漢
文
を
深
く

学
び
た

い」
と
い
う
学
生
は
少
な
か
ら
ず
存
す
る。

次
に
「
漢
文
を
通
し
て、

何
を
学
ば
せ
る
の
か」
と
い
う
問
い
に

対
し
て
は
「
故
人
の
叡
智
に
触
れ、

ひ
い
て
は
己
の
人
生
を
豊
か
に

す
る」

な
ど、
「
普
遍
性
の
追
究」

を
あ
げ
る
教
員
が
多
か
っ
た。

ま
た
「
日
本
文
化
に
内
在
化
さ
れ
て
き
た
中
国
の
学
問
文
化
に
気
づ

き、

理
解
す
る」

と
い
う
回
答
も
あ
っ
た。

こ
ち
ら
は
「
日
本
文
化

の
理
解」

に
力
点
が
あ
る。

こ
の
問
題
は
「
漢
文」

を
「
中
国
語
・

(77) 



中
国
文
化」

と
捉
え
る
か、
「
日
本
語
・
日
本
文
化」

と
捉
え
る
か

と
い
う
問
題
に
も
つ
な
が
る。

他
に
発
表
者
は、

漢
文
作
品
に
触
れ

る
こ
と
で、

中
国
と
日
本
（
あ
る
い
は
古
代
と
現
代）
と
の
違
い
に

気
づ
き、

更
に
そ
れ
の
理
解
を
通
し
て、
「
今」

の
「
日
本」

を
相

対
化
し、

自
ら
を
省
み
る
と
い
う、
一
種
の
異
文
化
理
解
教
育
に
つ

な
が
る
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る。

（
注）
「「
国
立
大
学
教
員
養
成
系
学
部
に
お
け
る
漢
文
教
育
に
関
す

る
予
備
的
な
調
査」
に
つ
い
て」
（
本
誌
所
収）

（
埼
玉
大
学）

(78) 




